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執筆者紹介
目黒三郎 本学教授（文学部•仏語学）
重本利一 本学助教授（文学部・仏文学）
大川克夫 本学専任講師（文学部•仏語学）
後記
あまりにも多忙であった毎日が禍いして「仏語•仏文学」第 2号の刊行が意外に遅延し
てしまった。したがって本誌の内容も必ずしも執筆者各位の快心の作とは言い得ないかも
知れない。しか•し無我夢中ですピした過去何力月かを顧みて，たとえ遅ればせながらでも
ようやく論集の体裁を整え得たことは関係者一同感慨深いものがある。なお，本誌と相前
後して，「関西大学文学論集第十一巻第八号」に下記の論文を輯録した。併せて御
高覧いただければ幸甚である。 （三木）
1962年3月2日
文学論集執筆者
く「ロランの歌」の AOIについて＞
木 治（本学教授）
＜十六世紀フランス語における補語代名詞の位置について>
小 方 厚 彦（本学助教授）
<F. モーリャックの小説に於ける死＞
前 原 昌 仁（本学専任講師）
<La Petite Fadetteにおける創作意図の積榔性＞
一ジョルジュ・サンドの「田園小説」の社会的意義 N-
山 方 達 雄（本学専任講師）
(203) 
関西大学仏文学会 々 則
1. 木会は関西大学仏文学会と称し、市務所を関西大学仏文科研究室
に爵く。
2. 本会は仏語・仏文学に関する研究、発表及びこれに関連する市業
を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
］．機関誌「仏語 仏文学」の発行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他必要と認めた事業
4. 本会の会員は、仏文科の専任教官、非常勤教官、卒業生、在学生、
および本会の趣旨に賛同する者とする。
5. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、童任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
3. 幹事 若千名
委員、幹事はそれぞれ綱集・庶務・会計の事務を分掌し、会長
はこれを統理する。
6. 会員は以上の目的を達成するため、年額200円の会費を納入する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」の配布をうけ、その他本会のおこ
なう事業に参加することができる。
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